
 

平成３０年度 第６回 国立大学法人鹿屋体育大学経営協議会議事要旨 

 

 

１．日 時：平成３１年３月２２日(金) １３時００分～１４時０７分 

２．場 所：【鹿屋体育大学会場】鹿屋体育大学管理棟２階 大会議室 

【東京会場】東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター２階 多目的室１ 

 ３．出席者：【学内委員】松下、森(司)、石田、原田の各委員 

【学外委員】上治、宮嶋、中西の各委員 

 

４．列席者：緒方監事、岩重監事、荻田学長補佐、瓜田学長補佐、前田学長補佐、事務局次長兼教務課長、 

 学生課長、学術図書情報課長、総務課長、経営戦略課長、財務課長、施設課長、監査室長 

 

５．内 容 

(質疑の〇は学外委員の発言を、●は学内委員及び学内者の発言を示す。以下同じ。) 

 議事に先立ち、事務局から会議のスケジュールおよび配付資料の確認が行われた。 

 

１）前回議事要旨確認 

平成３０年度第５回経営協議会議事要旨案について確定された。 

 

２）審議事項 

(1)2019年度(平成31年度)鹿屋体育大学予算案(当初予算)について 

石田理事から配付資料に基づき、2019年度(平成31年度)鹿屋体育大学予算案(当初予算)について説明

があり、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

(2)平成３１年度国立大学法人鹿屋体育大学年度計画について 

石田理事から配付資料に基づき、平成３１年度国立大学法人鹿屋体育大学年度計画について説明があ

り、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

〇11ページの「その他」欄における「船舶建造費補助金」は、他大学の海洋学部等で利用するような

大型船建造が対象となるのか。 

●本学で使用している船舶については、補助金の対象となるような規模でないため、０となっている。 

〇それでは、現在使用している船舶等は大学の予算で購入したということか。 

●その通りである。 

 

(3)内部質保証体制の整備について 

永松経営戦略課長から配付資料に基づき、内部質保証体制の整備について説明があり、審議の結果、

原案どおり了承された。 

 

５. 学内外の諸情勢について 

(1)鹿屋体育大学国際スポーツアカデミー第９回セミナーについて 

荻田学長補佐から配付資料に基づき、国際スポーツアカデミー第９回セミナーについて説明があった。 

 

(2)学生の競技成績について(平成３１年１月～２月) 

瓜田学長補佐から配付資料に基づき、学生の競技成績について説明があった。 

(3)大学スポーツ協会(UNIVAS)入会について 



 

宮園学生課長から配付資料に基づき、大学スポーツ協会(UNIVAS)入会について説明があった。 

また、3月18日に開催された大学スポーツ協会社員総会について、瓜田学長補佐から追加の説明があっ

た。 

 

 ●筑波大学は参画しているのか。 

 〇現在のところ、参画していない状況である。 

 ●鹿屋体育大学が存在感を発揮できるよう、また大学にとってメリットのある協力体制について検

討していただきたい。 

 

(4)平成３０年度授業料免除等の実施状況について 

宮園学生課長から配付資料に基づき、平成３０年度授業料免除等の実施状況について説明があった。 

 

●競技成績が優秀かつ経済的に困窮しているような、特別免除と授業料免除のどちらも該当するよ

うな学生はいるのか。 

〇両方に該当する学生もいるが、選考の順序として特別免除を先に判定し、特別免除の対象となっ

た学生は、授業料免除の対象から除かれている。 

また、後期には特別免除を実施していない。 

 

●国からの予算に基づく通常の授業料免除を先に判定した方が、特別免除をより効果的に実施でき

るのではないか。 

〇ご指摘のとおりではあるが、現状として文部科学省の基準に従い、特別免除を先に判定すること

となっている。ご指摘の部分も含めて、今後も本学の奨学金のあり方を考えていきたい。 

 

６. その他 

(1)平成３１年度鹿屋体育大学入試状況について 

森理事から配付資料に基づき、平成３１年度鹿屋体育大学入試状況について説明があった。 

 

(2)東京２０２０オリンピック・パラリンピック事前キャンプの誘致活動について 

永松経営戦略課長から配付資料に基づき、東京２０２０オリンピック・パラリンピック事前キャン

プの誘致活動について説明があった。 

 

●２月に内閣府主催で実施されたホストタウンミーティングについて、鹿屋市の高校生が選抜され

て参加している。その際の資料において、鹿屋体育大学がほとんど触れられていない。鹿屋市と

大学との連携をより一層強めていただき、今後は大学も存在感を示すようにしていただきたい。 

 

●今回のホストタウンミーティングについては、高校生の発表ということもあり、普段の体育大学

の活動とは異なる方向からのアプローチであった。鹿屋市としても、鹿屋体育大学には普段から

多くの協力を頂いており、鹿屋体育大学があってこそのホストタウン事業であると考えている。 

 

(3)平成２８年度第４回経営協議会での学外委員からの意見・提言等に関する対応について 

永松経営戦略課長から配付資料に基づき説明があり、平成２８年度第４回経営協議会での学外委員

からの意見・提言等に関する対応について説明があった。 

 

(4)平成３１年度の経営協議会開催日程について 

藏田総務課長から配付資料に基づき、平成３１年度の経営協議会開催日程について説明があった。 


